
サーキュライトEZシリーズ 

取扱説明書・保証書
　このたびは、当社製品をお買い上げいただき
まして、誠にありがとうございます。正しくご
使用いただくために必ずこの取扱説明書をよく
お読みください。なお、お読みになられたあと
もいつでも見られるように大切に保存してくだ
さい。
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仕 様
品 名 サーキュライトEZシリーズ　Amazon Alexa 対応モデル　
型 名 ACC-SW12EA / DCC-SW12EA / KCC-SW12EA
電 源 AC100V　50/60Hz

L E D
ライト部

定格消費電力 約51W（100％点灯時)
器 具 光 束 約 5000 lm（ルーメン）（100％点灯時）
機 能 調光10段階、調色7段階、常夜灯２段階

ファン部 定格消費電力 約19W（風量最大時）
機 能 風量7段階調節、正逆回転切替、スイング機能2段階・回転2段階、リズム、オフタイマー

外 形 寸 法 （約） 450 mm × 245 mm （引掛刃は除く）
本 体 質 量 約2.5kg
付 属 品 リモコン(DCC-SWEC2)×1、リモコン用単4形乾電池（お試し用）×2、リモコンケース×1、リモコンケース取付用ネジ×2、取扱説明書・保証書×1
LED光源など部品の交換はできません。 ●
LED光源にはバラツキがあるため、同じ型名の製品であっても発光色、明るさが異なる場合がございますのでご了承ください。 ●
仕様などは改善・改良のため、予告なく変更することがあります。 ●
本製品を使用できるのは日本国内のみで、海外では使用できません。 ●

 (This unit can not be used in foreign countries as designed for Japan only.)
取扱説明書に使用されているイラストと実際の製品は一部異なる場合があります。 ●

ACC-SW12EA / DCC-SW12EA  

4B24AB2403A

アプリのインストール ････････････････P.13～P.14
アプリの使い方･･･････････････････････P.15～P.19

スマートフォンアプリ操作を行うには別途設定が必要です。

Amazon Alexa 対応モデル

�

・アプリのインストール：Ｐ13　を参照ください。

KCC-SW12EA  

W i - F i  規 格 2.4GHz　 IEEE802.11ｂ/g/ｎ



安全上のご注意
ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。●
ここに示した注意事項は安全に関する重大な内容を記載していますので、必ず守ってください。●
お読みになったあとは、お使いになる方がいつでも見られるところに、必ず保存してください。●

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可能性および物的損害の発生が想定される内容を示
します。
（物的損害とは、家屋 ･家財 ･家畜 ･ペットなどにかかわる拡大損害を示します。）

図記号の意味と例
は、「してはいけないこと」を意味しています。具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や

文章で示しています。（左図の場合は、「分解禁止」を示します。）

は「必ずすること」を意味しています。具体的な強制内容は、 の中や近くに絵や文章で示
しています。（左図の場合は、「電源プラグをコンセントから抜くこと」を示します。）

警告
交流100Ｖ以外では使用しない。
直流電源では使用しないでくださ
い。破損・発煙・火災・感電の原因に
なります。

禁止

本体のすき間にピンや針金などの
金属物など、異物を入れない。
感電・けがの原因になります。

取り付けできない配線器具には無
理に取り付けない。
〈取り付けできない配線器具〉
・  電源端子が露出しているもの
・  破損しているもの
・  取り付けが不十分でグラグラす
るもの
火災・感電・落下してけがの原因に
なります。
屋内専用なので、屋外では使用し
ない。
器具周囲温度５～３５°Cの範囲内
で使用してください。
火災・感電の原因になります。

調光機能付の電球機器や回路、非
常用照明器具、HIDランプ（高輝度
放電灯）器具での使用をしない。
破損・発煙の原因になります。

本体に布や紙をかけたり、おおった
り、熱のこもる使いかた、燃えやす
いものを近づけたりをしない。
火災・故障の原因になります。

ストーブなど温度の高くなるもの
を近く・真下に置かない。
火災・故障の原因になります。

禁止

湿度の多い風呂場などでは使用し
ない。水滴がかかる場所では使用
しない。
感電・火災の原因になります。
配線器具が傷んだり、差し込みが
ゆるいときは使用しない。
感電・ショート・発火の原因にな
ります。
前ガードを取り付けずに運転をし
ない。　
けが・故障の原因になります。

幼児の手の届くところでは使わ
ない。
けが・感電の原因になります。

使用禁止

異常時（こげ臭い、発煙など）は
すぐに電源を切るか、本体を取り
はずす。
火災・感電の原因になります。

指示

取り付け・取りはずしをするときは
必ず電源を切って行なう。　
けが・故障の原因になります。

引掛シーリングにホコリが付着し
ている場合は拭きとる。
ホコリが付着したまま差し込むと、
ショート・火災の原因になります。
リモコン用の電池からもれた液が
目に入ったときは、こすらずに水で
洗い流し、医師の診察を受ける。
失明や目に障害を負う原因になり
ます。

指示

調光機能のついた電源（壁スイッ
チなど）は使用することができない
ので、電気工事士資格取得者に交
換工事を依頼する。
そのまま使用すると火災・故障の原
因になります。
工事は販売店・工事店などに相談
してください。

引掛シーリングは奥までしっかり差
し込む。
感電・ショート・火災・落下の原因に
なります。
本体の取りはずしには必ず引掛シー
リングのリリースボタンを押す。
破損・感電の原因になります。

分解禁止

分解しない。また、修理技術者以外
の人は修理しない。
火災・感電・けがの原因になります。
修理は販売店にご相談ください。

ぬれ手禁止

ぬれた手で、本体・引掛シーリン
グ部分の取り付け・取りはずしを
しない。
感電の原因になります。

水ぬれ禁止

水につけたり、水をかけたりしてぬ
らさない。
ショート・感電の原因になります。
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注意
器具で指定されたワット数などを
守り、確実に取り付け器具に取り
付ける。
熱を持ったり、故障、落下の原因に
なります。

指示

前ガードは正しく取り付ける。
落下してけがの原因になります。

被照射物との距離は1m以上あ
ける。
色あせ・変色の原因になります。

使用場所によっては、天井や壁紙な
どに悪影響を与えるので注意する。
連続照射・連続する風の流れの影
響を考えて設置してください。
設置して長時間使用すると、外部
に異常がなくても内部の劣化は進
行するので、点検する。
点検せずに使用を続けると、火災、
落下による感電、けがの原因にな
ります。
リモコンの電池は⊕⊖を正しく入
れる。
間違えて入れると、故障するだけで
なく、液もれや、破裂の原因になり
ます。

長期間使用しないときは、リモコン
の電池を抜く。
長期間入れたままにしておくと、
液もれによって内部を汚したり、
破裂による火災やけがの原因にな
ります。
リモコンを廃棄するときは、電池を
抜く。
そのまま廃棄すると、思わぬ事故の
原因となります。電池は各地方自
治体の指示に従って処分してくだ
さい。

リモコンの電池は指定以外の電池
を使用しない。
液もれなどの原因になります。

禁止

リモコンの電池は直射日光のあた
る場所など高温になる場所に置か
ない。
液もれや破裂、火災などの原因に
なります。

ものをぶつけたり、衝撃を与えない。
けが、やけどの原因になります。

点灯中や点灯直後は熱くなってい
るため、器具に触れない。
やけどの原因になります。

本製品の一部が破損した場合その
まま使用を続けない。また破損し
た部分に直接触れたりしない。
けが・やけど、落下の原因になり
ます。

ラジオやテレビなどの音響機器・
映像機器を近くで使用しない。
雑音の原因になることがあります。
使用する場合はできるだけ離して
使用するようにしてください。

ガードにハンガーなどを掛けない。
火災・故障の原因となります。

LEDの光を直視しない。
目に悪影響をおよぼす原因になり
ます。

ガードの中に指などを入れない。
けがの原因になります。

禁止

開放型器具・風の通りの悪い密閉
型器具に絶対に取り付けない。
本機の引掛シーリングにはロック
機能があるため、取りはずしができ
なくなることがあります。
風が十分に送られず、熱がこもり、
故障の原因になります。

風をからだに、長い時間続けてあ
てない。
健康を害することがあります。

髪をガードに近づけすぎない。
髪が巻き込まれ、けがをする原因に
なります。

次のようなところでは使わない。
●レンジなど炎の近く
●引火性のガスがあるところ
●雨や水しぶきがかかるところ
変色・変形・炎の立ち消え・火災・感
電の原因になることがあります。
お手入れの際は住宅用洗剤・シン
ナー・ベンジン・アルコール・磨き粉
などを使わない。
変色・変形・感電・故障の原因になり
ます。

使用する前に／ご使用上の注意
●以下の器具には絶対に使用しないでください。
 ・  調光のついた照明器具や回路。【調光：明るさを変える機能】（製品が故
障したりチラついたりする場合があります）100％点灯でも使用不可。
 ・ 誘導灯・非常用照明器具。
 ・ 屋外用器具。
 ・  水銀灯、ナトリウムランプ、メタルハライドランプなどのHIDランプ器具。
 ・  風呂場などの湿気の多い場所、水滴などがかかる場所。
 ・  このほかの使用器具の種類によって寸法的、熱的、その他の状況により
使用できない場合があります。
● 本製品を使用できるのは日本国内のみで、海外では使用できません。
（This unit can not be used in foreigh countries as designed for Japan only.）
● 本製品の周囲温度が35°Cを超える場所では使用しないでください（推
奨使用周囲温度は5～35°Cです）。
● 酸、硫黄などの腐食性雰囲気（温泉地など）のところでは一般器具によ
るランプ（本製品）の使用はしないでください（漏電・落下・取付引掛部
品腐食の原因）。

●  直流電源では絶対に使用しないでください（AC100V、周波数50Hz、
60Hz以外の電源では使用しないでください）。
●  当社製品以外のリモコンが付いた照明器具や回路でご使用される場
合、正常に動作しない場合があります。
● 赤外線リモコンを採用した機器（テレビやエアコンなど）の近くで点灯し
ますと、リモコンが誤作動することがあります。
● 水洗いや分解、改造はしないでください。LED光源のみの交換はできま
せん。
● LEDライト部を直視しないでください。目に悪影響をおよぼす恐れがあ
ります。
● LED光源にはバラツキがあるため、同じ型名の製品であっても発光色、
明るさが異なる場合がありますのでご了承ください。
●  人感スイッチなどの自動点滅装置や遅れ停止スイッチなどには使用で
きません。
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各部の名称とはたらき

LED

リモコンケース

リモコンケース用
ネジ×2

本体

前ガード
リリースボタン

前ガード

羽根

シーリングカバー

送信部

リモコン用
単4形乾電池×2
（お試し用）

ファンタイマー
ボタン

リズム風ボタン

LEDタイマーボタン

調光ボタン

風量調節ボタン
スイング回転ボタン

くつろぎボタン

全灯ボタン

ファン電源ボタン

スイング角度ボタン

さわやかボタン
LED電源ボタン

常夜灯ボタン

OFFボタンお気に入りボタン

風向き切替ボタン

リモコンCH
設定ボタン

リモコン

リモコン型番：DCC-SWEC2

モーター軸

LEDカバー

羽根取付用
スピンナー

引掛シーリング

リリースボタン

出荷時LEDカバーがはずれた状態ですので、最
初に（設置前に）LEDカバーを取り付けてください

必ずLEDカバーを取り付けてから設置作業をしてく
ださい。
LEDカバーを載せて右（時計方向）に回してください。
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使用前の準備
梱包部品一覧
お買い上げ後、同梱の部品を確認してください。
本体 .................................................................................1個
LEDカバー .....................................................................1個
リモコン .........................................................................1個
リモコンケース .........................................................1個

リモコンケース取り付けネジ .............................2本
リモコン用単4形乾電池（お試し用）.................. 2本
取扱説明書（保証書含む）.......................................1部

リモコンの準備
下記の手順で付属の電池（単4形乾電池）を入れてく
ださい。
リモコン裏の電池ぶたを開く1. 
電池ぶたの「OPEN」部分を押しながら手前の方
向へスライドさせて開きます。
⊕と⊖の向きに注意して、電池を入れる2. 
電池ぶたをはずして、電池を入れてください。
電池ぶたを閉める3. 
電池ぶたを右図の矢印の方向へスライドさせて
閉めます。カチッと音がするまで押し込んでくだ
さい。

注意

長期間使わないときは電池を取りはずす。• 
⊕⊖を正しく入れる。• 
種類の異なる電池や新旧の電池を混ぜ• 
て使用しない。
電池の充電・ショート・分解・火への投• 
入・加熱などはしない。
万一、液もれが起こったときは、よくふき• 
取ってから新しい電池を入れる。

使用可能範囲
本体から直線で約3ｍ以内• 
本体から左右に約30度以内• 
※ リモコンと本体（LEDライト部）の間に障害物があると、
リモコンが正常に動作しないことがあります。

電池ぶた

リモコン

注意

 電池を落下させたり、投げつけたりして強い衝撃を与え• 
ないでください。
 電池の外装ラベルをはがしたり、傷つけないでください。• 
 新しい電池と使用した電池や古い電池、銘柄や種類の• 
異なる電池を混ぜて使用しないでください。
 ニッケル系乾電池（オキシライド乾電池など）は絶対に• 
使用しないでください。

 充電式（ニカド・ニッケル水素など）電池を使用します• 
と、機器が持っている性能を発揮できないことがありま
す。（機器が誤作動するなど）
 電池の消耗により正常に作動しない場合があります。そ• 
の際は新しい電池と交換してください。
 電池に表示されている使用推奨期間内に使用してくだ• 
さい。

警告

 電池は乳幼児の手の届かない所に置いてください。万一、• 
電池を飲み込んだ場合は、すぐに医師に相談してください。
 電池のアルカリ液が目に入ったときは失明など障害のお• 
それがありますので、すぐに多量のきれいな水で洗い流
し、医師の治療を受けてください。
電池を火に入れたり、加熱、分解、改造などしないでください。• 
電池の（＋）（－）を逆にして使用しないでください。• 
 電池のアルカリ液が皮膚や衣服に付着した場合には、す• 
ぐに多量のきれいな水で洗い流してください。

 電池の（＋）（－）を針金などで接続したり、金属製のネックレ• 
スやヘアピンなどと一緒に持ち運んだり、保存しないでく
ださい。
 付属の電池は充電式につくられていません。充電すると• 
液漏れ、発熱、破裂のおそれがあります。
使い切った電池はすぐ機器から取り出してください。• 
 長期間機器を使用しない場合には、機器から電池を取り• 
出してください。電池を入れたままにしておくと液漏れが
あり危険です。

4



使用前の準備（つづき）
LEDカバーの取り付け
本機はLEDカバーが取り付けられていない状態で出荷さ
れています。開梱後、LEDカバーを取り付けてください。
本体の上にLEDカバーを載せる1. 
周囲などすき間なくぴったりと載せることができ
ます。
LEDカバーを右（時計方向）に回す2. 
カバーを回転させると、LEDカバーがロックされ
て回転しなくなります。

LEDカバーの取りはずし
お手入れなどでLEDカバーをはずすときは、取り付けと
逆にLEDカバーを左（反時計方向）に回すとロックがは
ずれ、LEDカバーを取りはずすことができます。

注意
長時間、LEDカバーを取り付けていない状
態にしない。
LEDを傷つけたり、内部に異物が入ったり
する原因になります。

LEDカバーを本体に載せて右（時計方向）に
回してください。

LEDカバー

羽根の向きを変える
通常、送風の向きは、リモコンにて切り替えます（下向き
（送風・扇風機）・上向き（天井方向・空気循環））。こ
れは回転方向を逆回転させることでできていることで
すが、羽根の向きも変えることで、さらに効率よい送風
を行なうことができます。
季節の変わり目にお手入れするときなど、それからの季
節に合った羽根の向きに変えて、より効率よい送風をす
ることができます。
前ガードの2か所ある前ガードリリー1. 
スボタンを押して取りはずす
前ガードは、前ガードリリースボタンのほか、マグ
ネットと金属で取り付けられていますので、簡単
に取りはずすことができます。
羽根取付スピンナーをはずし、羽根を取2. 
りはずす
羽根取付スピンナーは羽根をおさえながら右
（時計方向）に回して取りはずします。

表
風：下方向
　   床側に向けて
風を送る

表示：表

裏
風：上方向
　   天井に向けて
風を送る

表示：裏

付属の羽根は「表」で下方向に風を送るように設計され
ています。そのため、羽根を上向き（裏）にして取り付け
なおすと上方向に効率よく風を送ることができます。

前ガードリリースボタン

前ガード

取りはずしは
ボタンを押す

取り付けはボタ
ンを合わせて
押し込む
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ネジ×2本

リモコンケースを設置する
付属のリモコンケースは、リモコン反応を確認のうえ、付
属のネジ2本を使用して設置してください。
設置場所によってはリモコンケースに入れたまま操作※ 
しても、本製品は反応しないことがあります。

羽3. 根の向きを確認して羽根を取り付ける
羽根の中心部の形状、「表」・「裏」の刻印で判
別できます。
羽根は、モーター軸の半月形状（ ）に合わせて取
り付けてください。
羽根取付スピンナーを取り付ける4. 
羽根取り付けスピンナーは、必ず羽根をおさえな
がら左（反時計方向）に回して取り付けます。

注意
羽根取付スピンナーはしっかりと取り付
ける。
羽根がはずれて事故の原因になります。

前ガードを取り付ける5. 
前ガードリリースボタンのあった場所にボタンを
合わせて押し込むと取り付けられます。
マグネットと金属（4か所）も正しく取り付けられて
いることを確認ください。

警告 前ガードを取り付けずに運転をしない。
事故・故障の原因になります。

前ガードリリースボタン

前ガード

羽根取付スピンナー

羽根「裏」 羽根「表」

モーター軸

マグネットと
金属の位置

6



設 置
取り付け環境の確認

警告 配線器具への取り付け・取りはずしや、お手入れ
をするときは、必ず壁スイッチを切って行なう。

取り付ける天井の状態を確認する1. 
右図［取り付けることのできない天井］のような天
井になっていないことを確認してください。
取り付ける天井についている配線器2. 
具を確認する
天井に右図［取り付けることのできる配線器具］の
ような配線器具が設置されていれば、取り付ける
ことができます。
ただし、配線器具が以下のようなものである場合は取
り付けできません。
取り付けできない配線器具
 電源端子が露出しているもの• 
破損しているもの• 
取り付けが不十分でグラグラするもの• 
ケースウェイに取り付けてあるもの• 
配線だけのもの• 
出しろが少ないもの（埋込ローゼット／10mm以• 
下、引掛シーリング／21ｍｍ以下）
配線器具が設置されていない場合や、取り付け• 
できない配線器具でも交換により取り付けで
きる場合がありますので、販売店・工事店にご
相談ください。
リリースボタンを押すことができるすき間がある
か確認する

リリースボタン すき間がない

リリースボタンを押せることを確認してください。• 
取りはずすときに、手指を入れて、引掛シーリング
のリリースボタンを押して回す必要があります。
下向きの開放型器具に取り付けることはでき• 
ません。
密閉型器具、密閉型に近い器具、断熱材施工• 
器具は使用できません。

注意

開放型器具・密閉型器具には、絶対に取• 
り付けない。
引掛シーリングにロック機能があるた
め、取りはずしができなくなります。
相応の脚立などを使用して取り付ける。• 
本体を目の前で回して取り付ける程度の
高さで取り付け・取りはずしを行なうよ
うにしてください。

［取り付けることのできない天井］

たわむ天井 補強のない天井 船底天井

傾斜した天井 竿縁天井 格子天井
［取り付けることのできる配線器具］
出しろ11 mm 出しろ22 mm

引掛埋込ローゼット 丸型フル引掛
シーリング

丸型引掛
シーリング

引掛埋込ローゼット
（ハンガーなし）

丸型フル引掛
ローゼット

角型引掛
シーリング

［取り付けできない配線器具］

電源端子
電源端子が露出
しているもの

破損している
もの

取り付けが不十分で
グラグラするもの

配線だ
けのもの

出しろについて
天井

（配線器具）
出しろケースウェイに取り付けてあるもの

取り付ける電源（壁スイッチなど）に3. 
調光機能がないことを確認する
調光機能のついた電源（壁スイッチなど）の場合
（100％のまま入切でも）、使用できません（販売
店・工事店にご相談ください）。

調光機能付 スイッチのみ

上記イラストのようなスイッチ以外にも、調光機能※ 
の付いたスイッチは使用できません。
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引掛シーリング

シーリング
カバー

天井に固定された配線器具をご使用ください。

本体

（配線器具） 
※ 付属されていません

シーリング
カバー

支柱部

支柱部

支柱部

シーリングカバーを回して
上げる

シーリングカバーを一番
上まで上げた状態

《上から見たイメージ》

周囲の環境を確認する4. 
以下の場所には設置できません。
湿度の高い場所 水がかかる場所 結露の発生する• 
場所 屋外
直射日光のあたる場所 火や熱源に近いところ• 
 リモコン発信場所から3m以上ある場所• 
→ 正しく操作できません。

配線器具への取り付け
警告 配線器具への取り付け・取りはずしや、お手入れ

をするときは、必ず壁スイッチを切って行なう。

壁スイッチが切になっていることを確1. 
認する
引掛シーリングの引掛刃を、天井2. 
の配線器具へ差し込み 、本体を右
（時計方向）に回して配線器具へ取
り付ける
引掛シーリングのリリースボタンが「カチッ」とい
うのを確認ください。
強く回しすぎると配線器具の破損の原因になり• 
ます。
右回転させて回らなくなったら回転をやめてく• 
ださい。無理に回すと、配線器具の破損の原因
になります。
※ 回す方向は、下の前ガード側から見た方向です。
シーリングカバーを上に押し上げ、右3. 
（時計方向）に回して 、配線器具が
隠れる程度まで上げる
・ シーリングカバーが天井に均一に触れる程度
にすると、本体が固定され、本体の振動が抑制
されます。
・ 回しすぎると天井の素材を傷つけたり、配線器
具から本体を離すことになり、落下の危険性も
ありますので適度に調節してください。

注意

配線器具へ引掛シーリングを取り付けす• 
るとき、本体を回しすぎない。
本機・配線器具の破損の原因になります。
シーリングカバーを回しすぎて上げすぎ• 
ない。
天井の傷つき、落下の原因になります。

引掛刃

ふたつの引掛刃
を同時に配線
器具の穴に差

体を右（時計方
向）に回す

当社サイトに取り付け方法の動画を掲載しています。
サーキュライトEZシリーズ

https://circulight.com/support/

出荷時カバーがはずれた状態ですので最初に
（設置前に）カバーを取り付けてください（5ページ）
LEDなど傷つける可能性があるため、必ずカバーを取り付けてから設置作業をしてください
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正しい使いかた《LED》

LEDの点灯・消灯
電源（壁スイッチなど）を入れてから1. 
リモコンの 全灯ボタンを押す
正常に接続されていると、調光100％で点灯
します。
点灯しない場合、接続に問題があることがあり• 
ます。電源（壁スイッチなど）を切って、以下の
点を確認してください。
配線器具と引掛シーリングの接続• 
引掛シーリングと配線器具との接続を目視• 
で確認

上記接続に問題がないことを確認してから電源
（壁スイッチなど）を入れてください。

リモコンの2. 調光ボタン・ さわやか/
くつろぎボタンを押して調光・調色する
調光ボタン・ さわやか/くつろぎボタンを押

すことで調光・調色します。
• 調光ボタンは、押すたびに少しずつ明るく（も
しくは暗く）なります（10段階）。
• さわやか/くつろぎボタンは、さわやかボタンで
昼光色のさわやかな色、くつろぎボタンで電球色
の暖かい色に調色することができます（7段階）。

お気に入りの調光・調色をメモリーし3. 
ておくときは、 お気に入りボタンを
長押しする
お気に入りボタンを長押しすると、「ピピピッ」と

音がしてメモリーされたことがわかります。 お気
に入りボタンを押すとメモリーが再現されます。

常夜灯を点灯するときは、4. 常夜灯
ボタンを押す
常夜灯ボタンを押すと、全体のLEDが消灯し、常

夜灯が点灯します。
常夜灯には強／弱があり、• 常夜灯ボタンを押
すたびに強弱が切り替わります。

おやすみタイマーを設定する5. 
点灯時、 LEDタイマーボタンを1回押すと、30
分後に自動で消灯します。2回押すと、60分後に
自動で消灯します。タイマーを解除するときは、
もう1度押してください。
解除されたとき、タイマー設定時よりも長く音※ 
が鳴ります。

おやすみタイマーの音
音のイメージ ピッ ピピッ ピー

－
タイマー時間 30分 60分 解除

送信部

LEDタイマーボタン
自動消灯（おやすみタイマー）の設定をし
ます

調光ボタン
明るさを調整します

くつろぎボタン
電球色の暖かい色の光に調色します

全灯ボタン
常夜灯を除くすべてのＬＥＤライトを点灯
します

さわやかボタン
昼光色のさわやかな色の光に調色します

LED電源ボタン
ＬＥＤを点灯・消灯します

常夜灯ボタン
常夜灯（豆球相当）のみ点灯させます
押すたびに明・暗が切り替わります

OFFボタン
LEDとファンを同時に消灯・停止します

お気に入りボタン
気に入った光の状態を記録・再現します

リモコン（上半分）
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本体とリモコンのチャンネルを設定する
同じ製品が2台ある場合、本体とリモコンにチャンネ
ルを設定することで、独立して操作することができま
す。電源（壁スイッチなど）を入れてから、下記の手順
で本体とリモコンのチャンネル設定をしてください。
本体にリモコンを向けて、1. リモコ
ンCH設定ボタンと風量調節ボタン
「1」または「2」を同時に長押しする
風量調節ボタン「1」を押した場合1CH、「2」を
押した場合2CHに設定されます。
「CH1」に設定した場合　（ピーピッ）
ピーと長い音に続いて短いピッ音が1回鳴ります。
「CH2」に設定した場合　（ピーピピッ）
ピーと長い音に続いて短いピッ音が2回鳴ります。
出荷時は、本体・リモコンともにチャンネル1• 
（CH1）に設定してあります。
《リモコンのみのチャンネル設定》 ャチの体本 •
ンネル設定を変えたくない場合は、本体にリモ
コンを向けないで（送信部を手で覆う、別の部
屋で）チャンネル設定をしてください。
2台の器具を設置する場合の設定2. 
2台同時に操作する場合
本体1台目、本体2台目ともに本体を同じチャンネ
ルに設定します。
本体1台目をチャンネル1（CH1）、本体2台目• 
もチャンネル1（CH1）、リモコンもチャンネル1
（CH1）に合わせます。
2台別々に操作する場合（部屋別で操作させたい
など）
本体1台目はチャンネル1（CH1）、本体2台目• 
チャンネル2（CH2）
リモコン1台目はチャンネル1（CH1）、リモコン• 
2台目はチャンネル2（CH2）に合わせます。

注意

2台同じチャンネルにしていても、器具間• 
の距離やリモコン操作の方向により同時
に動作しないことがあります。
付属のリモコンの操作に関係なく本製品• 
の明るさが切り替わる場合は、本体とリモ
コンのチャンネルを変更してください。

音のイメージ ピー ピッ
－  

ピー ピピッ
－  

チャンネル チャンネル1
（CH1）

チャンネル2
（CH2）

リモコンで消灯／点灯するときは、6. 
LED電源ボタンを押す
LED電源ボタンを押すと、ファンに関係なくLED

のみ消灯／点灯をすることができます。

 リモコンの7. OFFボタンまたは壁
スイッチで消灯する

OFFボタンを押すと、壁スイッチで電源を切っ
たときのように、LEDとファンが同時に停止します。
どちらかのみ電源を切る場合は、• LED電源
ボタンまたは ファン電源ボタンを押して電源
を切ります。
壁スイッチメモリー
壁スイッチで入・切する場合、壁スイッチで切った
最後の状態で点灯します。ただし、常夜灯、消灯
はメモリーされず、全灯で点灯します。
リモコンメモリー
電源ボタンで切(OFF)にした最後の状態で点灯
します。（常夜灯はメモリーされません）
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正しい使いかた《ファン》

リズム風ボタン
風量に強弱をつけた、自然な風を設定できます

スイング回転ボタン
ファン部を360度回転させて風向きを
設定します

風向切替ボタン
上向きか下向きに風向きを切り替えできます

風量調節ボタン
7段階で風量を設定します

ファン電源ボタン
ファンを運転・停止します

OFFボタン
LEDとファンを同時に消灯・停止します

ファンタイマーボタン
ファンの切タイマーを設定します

スイング角度ボタン
風向角度を2段階に変更します

リモコン（下半分）

運転を開始／停止する
 運転を開始する1. 
リモコンの ファン電源ボタンを押すと、ファン
の運転を開始します。
通常の使用時にはメモリー機能により、前回停• 
止時の風量で運転を開始します。
ファンは壁スイッチで電源を切った場合、次に電
源を入れた時に、（購入時は）運転を開始しません
(設定により壁スイッチで運転開始ができます）。
壁スイッチでファンを運転させる
風量調節ボタンの3（ファンメモリ）を長押しする• 

 設定されると「ピッピッ」と音がします。
キャンセルする場合
再度、風量調節ボタンの3（ファンメモリ）を長押しする• 

 キャンセルされると「ピーッ」と音がします。

風量を調節する2. 
リモコンにある7つの風量調節ボタンを押して風
量を調節してください。
1が一番弱く、7が一番強い風になります。• 
リズム風機能を作動させる3. 
運転中にリモコンの リズム風ボタンを押すと機
能が切り替わります。
リズム風ボタンを1回押すと、リズム風になり、

2回押すと解除され普通の風に戻ります。
リズム風設定

音のイメージ ピッ ピー
－

リズム風 リズム風 リズム風解除
リズム風　風量に強弱をつけ、自然な風を再現し
ます。風量を切り替えることで風量パターンが変
化します。

切タイマーを設定する4. 
運転中に、 ファンタイマーボタンを押す回数で
切タイマー時間が設定されます。
設定された時間に対応した音が鳴り、設定された
ことがわかります。

切タイマー設定

音のイメージ
ピッ ピッピッ ピッピッ

ピッ
ピッピッ
ピッピッ

ピー

－
切タイマー 約1時間 約2時間 約4時間 約8時間 解除

切タイマーをキャンセルするときは、• ファン
タイマーボタンを何度か押して、ピーと音が鳴る
ことを確認してください。
リモコンの5. ファン電源ボタンを押し
て運転を停止する
運転中にリモコンの ファン電源ボタンを押す
と、運転を停止します。
 リモコンの6. OFFボタンまたは壁
スイッチで消灯・運転停止させる

OFFボタンを押すと、壁スイッチで電源を
切った時のように、LEDとファンが同時に停止し
ます。
切り忘れ防止機能
ファン電源ON、または最後のリモコン操作から約12時
間経過すると、ファンの運転が自動的に停止します。

リモコンCH設定ボタン
CH1とCH2の切替設定をします
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上下の風向きを変更する
風向切替ボタンで風向きを変更する1. 
風向切替ボタンを長押しすることでファンの

風向きを変更することができます。
下向き風• ・下降　風を下向きにすることにより、体
感温度を下げることができます（冷房時に有効）。
上向き風• ・上昇　風を天井に当て、高いところに
ある暖かい空気を下に循環させることができます
（暖房時に有効）。
 一度羽根を止めるため、風向切替には少し時※ 
間がかかります。

スイング動作を開始／停止する
スイング角度とスイング回転を組み合わせることに
よって、部屋のポイントに風を送ったり、風を広い範囲
に送ることもできます。
1. スイング角度ボタンで風向角度を
付ける
運転中に スイング角度ボタンを押すと、ファン
に角度がつきます。押すたびに2段階の角度と角
度なしを繰り返します。

角度なし

角度1段目 角度2段目

角度２段目から角度なし・角度１段目にさせる• 
ときは多少時間がかかります。
スイング角度設定時には動作音がしますが、※ 
故障ではありません。

2. スイング回転ボタンで角度をつけ
たままファン部を回転させる
角度をつけた運転中に スイング回転ボタンを
押すと、ファン部が回転を始めます。押すたびに２
段階の回転速度と回転停止を繰り返します。

回転停止

回転（速） 回転（遅）

風を送りたい位置まで回転させて、止めてください。
回転を続けることも可能です。シーリングライト• 
真下のみでなく、広い範囲に風を送ることができ
ます。
 ※ スイング角度ボタンで角度を付けていない
と、回転しません。
スイング回転時には動作音がしますが、故障※ 
ではありません。

下向き風 上向き風

角度１段目

角度2段目

風向切替ボタン
（長押し）

スイング角度ボタン

スイング回転ボタン
スイング角度・ スイング回転中に壁スイッ

チを切にした場合、ファン部の状態はメモリーし
ています。
壁スイッチで電源を入れてリモコンでファンの運
転を開始すると、前回電源を切る前の状態で運転
開始します。

本機ではより効率的に風を送ることができるように、羽根
の向き（表・裏）を変えて取り付けることができます（5ペー
ジ）。使用目的に合わせて羽根の向きを変えることをおすす
めします。
ここでは下向きに風を送る「表」で羽根を取り付けた場合
の説明をしています。

12
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「Smart Life」のアカウント登録を
します

❶ アプリを起動してプライバシー
　 ポリシー等を確認して同意する
　 をタップする。

❷ 登録をタップする。

❸-1 メールアドレスを入力する
❸-2 プライバシーポリシー等を確
　　 認してチェックボックスを
         タップする。
❸-3 照合コードを取得をタップす
         る。
　※登録したメールアドレスに
　　照合コードが送られてきます

❺-1 パスワードを入力する
　　 ※文字と数字を含む6～20桁
❺-2 完了をタップする
　 

❹ 登録したメールアドレスに送ら
　 れてきた照合コードを入力する

アプリのインストール
ご使用の前に用意するもの
□「Smart Life」のインストール
QRコードから「Smart Life」をインストールするか、
Google Play(Android)、App Store(iOS)で「Smart Life」を
検索してインストールしてください。

※「Smart Life」の対応OSはAndroid6.0以上、iOS13.0以上
になります。

iOSAndroid SmartLife

□インターネットとWIFI（無線LAN）環境
・IEEE 802.11b/g/n（2.4GHz）対応のWIFI（無線LAN）
　環境が必要です。
・WIFI（無線LAN）環境設定は、WIFIルーターの取扱説
　明書をご覧ください。
□WIFI（無線LAN）のネットワーク名（SSID）と
　パスワード（暗号化キー）
・ネットワーク名（SSID）とパスワード（暗号化キー）
　はWIFIルーターをご確認ください。

使用上のご注意
ここに示した注意事項は危害や損害を未然に防止するための重要な内容ですので必ず守ってください。
・原則、アプリ若しくはスマートスピーカーでの操作は本体が見える位置から操作してください。
　外出先では、事前に周囲に人がいないことの確認が出来ない為、周囲にいる人やペットへのケガや物品の損傷の恐
　れがあります。
・本体の近くに人がいる場合は、操作する旨を知らせてから操作してください。
・無線LANルーターの電源は切らないでください。
　電源が切れているとアプリでの操作、スマートスピーカーでの操作が出来ません。
・Smart LifeおよびAlexaアプリでは､デバイス名の変更が出来ます。
　万が一､デバイス名を変更したことで動作不良が発生した場合は､ペアリングからやり直して再設定をしてください。



14

［無線LAN製品ご使用時におけるご注意］
・通信内容を盗み見られる

・不正に侵入される

・その他、セキュリティの関する注意点 

商標について
Apple､Appleのロゴ､iPhoneは、米国および他の国々で登録されたApple Inc.の商標です。
App Storeは、Apple Inc.のサービスマークです。
Amazon､Amazon.co.jp ､Alexa､ECHO及びそれらのロゴはAmazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です。

Google､Android､Google Playおよび関連する名称ならびにそれぞれのロゴは､Google LLC の商標または登録商標です。
Wi-Fiは、Wi-Fi Allianceの登録商標です。

悪意ある第三者が、電波を故意に傍受し、「IDやパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報」
「メー ルの内容」などの通信内容を盗み見られる可能性があります。

悪意ある第三者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、「個人情報や機密情報を取り出す（情報
漏洩）」「特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし）」「傍受した通信内容を書き換
えて発信する（改ざん）」「コンピュータウィルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）」などの行
為をされてしまう可能性があります。

本来、無線LAN製品は、セキュリティに関する機能をもっており、その設定を行ったうえで製品を使用すること
で、上記問題が発生する恐れは少なくなります。セキュリティ設定を行わないで使用した場合の問題についてお
客様ご自身でご理解頂いた上で、お客様ご自身での判断と責任においてセキュリティ設定を行い、製品を使用す
ることをお奨めします。
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デバイスの追加

❺-1 追加ボタンをタップする
❺-2「デバイスを追加」を
　　  タップする

❻ Bluethoothは使用しません。
　 閉じるボタンをタップする

❼-1 カテゴリーを選択します。
　   「照明」をタップする。

❼-2「天井ファン（Ｗi-Fi）」を
　 　 タップする。

❶ スマートフォンのWi-Fi機能
 　をONにします。

❹「Smart Life」アプリを起動
　 します。

❸ サーキュライトの電源をON
　 にします。SmartLifeアプリ

10-1 サーキュライトのリモコン
　     の「常夜灯」ボタンを押し
　　 ます。

❾「確認して続行する」をタッ
　 プする。

14 デバイスの接続が開始されま
　 す。

10-2 リモコンの「OFF」ボタン
　　 を5秒以上長押します。

11  

※Wi-Fiは2.4GHzに設定してく
　ださい。

13「接続」をタップします。

XXXXXXXXXX

XXXXXXXXXX

❽-1 Wi-Fi（無線LAN）のネット
　　 ワーク名を入力する。

❽-3「次へ」をタップします。

❽-2 パスワードを入力する。

XXXXXXXXXX

XXXXXXXXXX

15 追加完了画面が出たら。
　 「完了」をタップします。

12「ゆっくり点滅」をタップ
      します。 

アプリの使い方

❷ スマートフォンのBluetooth
 　機能をOFFにします。

※サーキュライトがペアリング
モードになり、常夜灯が点滅
します。

サーキュライトの常夜灯が点滅
していることを確認し、タップ
します。 
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アプリの操作方法
1.アプリのホーム画面

2.デバイスの操作画面（消灯・ファン停止時）

マイホーム
アプリのホーム画面が表示されます

プロフィール
アカウント情報やヘルプを確認できます

アシスタント
デバイスの自動操作や音声操作のための
外部連携や条件設定を行ないます

スマート
自動設定またはシーン設定ができます
「P.17 便利な使い方」をご覧ください

登録されているデバ
イスが表示されます
タップするとデバイス
の操作画面に移行し
ます

デバイスを追加します

デバイスの管理や部屋
の管理・作成ができます

タップすると照明とファンを同時にON/OFF
できます。

タップすると照明のON/OFFができます。

タップするとファンのON/OFFができます。

タップすると常夜灯を【 強・弱・OFF 】から選
択できます。
常夜灯 強・弱を選択すると照明はOFFにな
ります。

3.デバイスの操作画面（点灯・ファン動作時）

タップするとファンのON/OFFができます。

スワイプすると風量を設定できます。

タップすると照明とファンを同時にON/OFF
できます。

タップすると風向きを【 正転 ・ 反転 】から
選択できます。

タップするとモードを【 自然風 ・ 通常 】から
選択できます。

タップすると回転速度を【 停止 ・ 遅い ・ 速
い 】から選択できます。

タップすると傾斜角度を２段階から選択で
きます。

タップすると照明のON/OFFができます。

点灯している明るさを調整できます。

点灯している色を調整できます。

タップすると常夜灯を【 強・弱・OFF 】から選
択できます。
常夜灯 強・弱を選択すると照明はOFFにな
ります。

「点灯」をタップするとお気に入りの明るさ
と色で点灯します。
「設定」をタップすると現在点灯している明
るさと色をお気に入りとして登録します。

ゲージで照明が消灯するまでの時間を設
定します。「スタート」をタップするとオフタ
イマーをスタートします。

ゲージでファンが停止するまでの時間を設
定します。「スタート」をタップするとオフタ
イマーをスタートします。

タップするとタイマー設定画面が表示され
指定時間/曜日に照明ON/OFF、ファンON
/OFFさせることができます。

タップするとタイマー設定画面が表示され
指定時間/曜日に照明ON/OFF、ファンON
/OFFさせることができます。

アプリの使い方（つづき）アプリの使い方（つづき）
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便利な使い方
1.シーンの設定
生活シーンに合わせてワンクリックで複数のデバイス
を一括で操作できます。

❶「スマート」をタップする。

❷「シーンを作成」をタップ
　 する。

❸「ワンクリック実行」を
　 タップする。

❹ 追加ボタンをタップする。

❺「デバイス」をタップする。

❻「単一デバイスを選択」を
　 タップする。

❼ サーキュライトを選択して
　 タップする。

❽-1 登録したいシーンに合わせ
　     てサーキュライトの制御を
　     設定する。
　　  例：照明ON、明るさ50％

❽-2「確認」をタップする。

❾「保存」をタップする。

10-1 シーン名を入力する。
　　 例：ディナー
10-2「確認」をタップする。
11-1 スマート画面に作成した
　　 シーンが追加される。
11-2 シーンをタップすると登
　　 録したシーンに合わせて
　　 デバイスの制御します。
　　  
　　 例
　　   シーン名：ディナー
　　   制御：照明ON
　　   　　　明るさ50％

アプリの使い方（つづき）
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便利な使い方（つづき）

AMAZON Alexaの設定

2.自動設定
曜日や日時、気象データ等によって設定したシーンや
デバイスを自動で操作します。

Amazon Echoの設定およびAmazon Alexaアプリの
ダウンロード・設定はAmazon Echo・Amazon Alexa
の取扱説明書をご確認ください。

❶「スマート」をタップする。
❷-1 追加ボタンをタップする。

❷-2「シーン追加」をタップ
　 　する。

❸ 例：スケジュール設定の場合
　「スケジュール設定」をタッ
　 プする。

❹-1「時間」をタップし動作す
　     る時間を入力する。
❹-2「繰り返し」をタップし設
　     定を選択する。
❹-3「確認」をタップする。

❶「プロフィール」をタップ
　 する。

自動設定にしたい条件に合わせ
ていずれかの条件をタップしデ
バイスの制御を設定します。

❺-1 追加ボタンをタップして
　     サーキュライトの制御を
　     設定する。
　 
　   「 P.17 1.シーンの設定」の
　　  ❽-1、❽-2参照

❺-2「保存」をタップする。

❻ シーン名を入力する。

❼-1 スマート画面の自動化タブ
　　 に作成した自動設定追加さ
　　 れる。

❼-2 自動設定をオフにする場合
　　 はタップしてオフにする。

「Smart Life」アプリでAmazon Alexaにリンクさせ
ます。

❷「サードパーティーの音声
　    サービス」をタップする。

❸「Amazon Alexa」をタップする。

アプリの使い方（つづき）
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❹「Amazon Alexaへのリンク」
　 をタップする。

❺ 画面の案内にしたがって
　 Amazonにログインします。

❼「SmartLifeアカウントが正常
　 にリンクされました」と表示
　 されれば設定完了。
　 デバイスとしてサーキュライ
　 が表示されますので画面の案
　 内したがって設定する。

❻ ログイン成功後「Smart Life
　 アカウントが正常にリンクさ
　 れました」と表示されれば設
　 定完了。

❶ Amazon Alexaのアプリを開
　 いて「その他」をタップする。

❷「スキル・ゲーム」をタップ
　 する。

❸ 検索欄で「smartlife」で検
　 索する。

❹「Smartlife」をタップする。

❺「有効にして使用する」を
　 タップする。

上記の操作で失敗した場合は以下の方法でリンクして
ください。

❻「同意してリンクする」を
　 タップする。

●アレクサ汎用音声コマンド例
Alexaは汎用アプリのため、本製品の一部の機能のみ対
応しています。

Alexa音声コマンドできる操作：
　ファンのON・OFF、ファンのスピード調整
　照明のON・OFF、照明の明るさ調整
　シーンの切換

・アレクサ、(ファン・照明のデバイス名)を点けて。
・アレクサ、(ファン・照明のデバイス名)を消して。
・アレクサ、(ファン・照明のデバイス名)をONにして。
・アレクサ、(ファン・照明のデバイス名)をOFFにして。
・アレクサ、(ファンのデバイス名)の風量を50％にして。
・アレクサ、(照明のデバイス名)を明るくして。
・アレクサ、(照明のデバイス名)を暗くして。
・アレクサ、(照明のデバイス名)を50％にして。
・アレクサ、(シーン名)をつけて
・アレクサ、(シーン名)をONにして

（ご注意）
・シーン切換は「Smart Life」内でシーン設定をして
　　いる場合のみ有効です。
・音声操作の仕方、言い回しによってはデバイスが動作
    しないことがあります。
・各アプリは常にアップデートされます。本説明書の内
　容（画面構成、操作方法など）予告なく変更すること
　がございますので予めご了承ください。

アプリの使い方（つづき）
AMAZON Alexaの設定（つづき）



お手入れと保存
警告 お手入れの際は、必ず壁スイッチを切り、配線器具からはずす。

感電・火災・けがの原因になります。

お願い
住宅用洗剤やシンナー、ベンジン、アルコール、磨き• 
粉などは絶対に使わないでください。
本体に水をかけて洗わないでください（感電・故障• 
の原因になります）。
通常のお手入れ
前ガードについたホコリは、すきま用ノズルなどを取り
付けた掃除機などで取り除いてください。
お手入れ
本体の汚れは、ぬるま湯か食器用中性洗剤（柑橘系
を除く）に浸して、かたくしぼった柔らかい布で拭きと
り、さらに乾いた布でやさしくから拭きをしてください
（樹脂部分は強くこすらないでください。傷つきの原
因となることがあります）。
前ガードと、LEDカバー、羽根、シーリングカバーのみ
丸洗いすることができます。

配線器具からの取りはずしかた
壁スイッチを切になっていることを確1. 
認する
シーリングカバーを左（反時計方向）2. 

引掛シーリングにあるリリースボタン3. 
、本体を左（反時計方向）

本体を回すときに、取り付けのときと違って力が
入りやすいので、回しすぎて引掛シーリング部分
を破損させないようにしてください。
回す方向は、下の前ガード側から見た方向です。※ 

注意

取りはずし作業は、適切な脚立などを使• 
用し、落下させないように、2人以上で
行なう。
取りはずしは回しすぎないように注意する。• 
破損・故障の原因となります。

リリースボタン

シーリングカバー

※ 上（天井側）から見たイメージ。下から見ると、回す方向
は逆（左（反時計方向））です。
　 右手で本体をつかみ、左手の親指でリリースボタンを押
しながら慎重に全体を回転させます。
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に回して下げる

を押して
に回して配線器具から取りはずす



前ガード・羽根の取りはずしかた
前ガードの2か所ある前ガードリリー1. 
スボタンを押して取りはずす
前ガードは、前ガードリリースボタンのほか、マグ
ネットと金属で取り付けられていますので、簡単
に取りはずすことができます。
羽根取付スピンナーをはずし、羽根を取2. 
りはずす
羽根取付スピンナーは羽根をおさえながら右
（時計方向）に回して取りはずします。

前ガード・羽根の取り付けかた
警告 前ガードを取り付けずに運転をしない。

事故・故障の原因になります。

羽1. 根の向きを確認して羽根を取り付ける
羽根の中心部の形状、「表」・「裏」の刻印で判別で
きます（羽根の向きを変えることで、逆回転のとき
に、より効率的に送風できるようになります。「羽
根の向きを変える」（5ページ））。
羽根は、モーター軸の半月形状（ ）に合わせて取
り付けてください。
羽根取付スピンナーを取り付ける2. 
羽根取り付けスピンナーは、必ず羽根をおさえな
がら左（反時計方向）に回して取り付けます。

注意
羽根取付スピンナーはしっかりと取り付
ける。
羽根がはずれて事故の原因になります。

前ガードを取り付ける3. 
前ガードリリースボタンのあった場所にボタンを
合わせて押し込むと取り付けられます。
マグネットと金属（4か所）も正しく取り付けられて
いることを確認ください。

当社サイトに取り付け方法の動画を掲載しています。
サーキュライトEZシリーズ

取り付け方法 HOW TO  動画
https://circulight.com/support/

定期的なお手入れ
警告 お手入れをするときは、必ず壁スイッチを

切って、本体を取りはずして行なう。
羽根は定期的にお手入れしてください
使用しているうちに風が弱くなった場合、羽根にホ• 
コリなどが付着して、風量が低下している可能性が
あります。
ホコリなど汚れが付いていないように見えても、風
が弱くなったと感じられるときは、お手入れで改善す
ることがあります。

保存のしかた
長期間（3か月以上）設定を変更せず、リモコンを使用• 
しないときは、電池を取りはずしておいてください。
本体を取りはずして保存する場合は、お手入れをし• 
て、十分乾燥させてから、ホコリが付かないようにビ
ニール袋などに入れて、湿気のない場所に保存して
ください。

前ガードリリースボタン

前ガード

羽根取付スピンナー

羽根「裏」 羽根「表」

モーター軸

マグネットと
金属の位置
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お手入れと保存（つづき）



警告 修理技術者以外の人は分解したり修理をしない。
「故障かな？」と思ったときには次の点をお調べください。

因原な主状症 処置
LED部
点灯しない 電源（壁スイッチなど）が「切(OFF)」になっ

ている
電源（壁スイッチなど）を「入（ON）」にする

ブレーカーが「切」になっている ブレーカーを「入」にする
引掛シーリングと配線器具が確実に接続さ
れていない

引掛シーリングと配線器具を確実に接続す
る

点灯中・消灯直後
など異音がする

使用環境により電源部から多少の音が発生
することがあります

問題ありません。

ファン部
羽根がまわらない 電源（壁スイッチなど）が「切(OFF)」になっ

ている
電源（壁スイッチなど）を「入（ON）」にする

ブレーカーが「切」になっている ブレーカーを「入」にする
引掛シーリングと配線器具が確実に接続さ
れていない

引掛シーリングと配線器具を確実に接続す
る

突然運転が止まる 切り忘れ防止機能（12時間）がはたらいて
いる（11ページ）

リモコンの ファン電源ボタンを押して運転
を開始してください

タイマーボタンを押した リモコンの ファン電源ボタンを押して運転
を開始してください

異音がする 前ガードが正しく取り付けられていない 前ガードを正しく取り付ける
天井へ正しく取り付けられていない 天井への取り付けを再度確認する

壁スイッチでファ
ンが動作しない

問題ありません（壁スイッチでファンが動作
するように設定していない）

壁スイッチでファンが動作するように設定する
（「壁スイッチでファンを運転させる」（11ページ））

共通部
リモコンが正常に
動作しない

リモコンの電池が正しく取り付けられていない リモコンの電池を正しく入れなおす
リモコンの電池が切れている リモコンの電池を新しいものにする
本体の受光部に信号が届いていない 障害物を取り除く、もしくは受信可能な範囲

から操作する
本機に向けて操作していない 本機に向けて操作する
本体とリモコンのチャンネルが合っていない 本体とリモコンのチャンネル設定を合わせる

（10ページ）
音声認識をしない 本機自体には音声認識機能はありません アプリのインストールと設定が必要です

(13ページ)

修理・サービスを依頼する前に
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Wi-Fi（無線LAN）
に接続できない

IEEE 802.11b/g/n（2.4GHz）なっていな
い

IEEE 802.11b/g/n（2.4GHz）対応のWIFI（
無線LAN）ルーターをお使いください
IEEE 802.11/a(5GHz) IEEE802.11gwなどの
機種には使用できません

アプリで操作が出
来ない

Wi-Fiルータ-の電源が落ちている WI-FIルーターの電源を入れる
本体の壁スイッチがオフになっている 壁スイッチを入れる
お使いのスマホやタブレットが、ペアリ
ングしたときと違うネットワークに接続
されている

ペアリングしたときと同じネットワーク
にお使いのスマホやタブレットを合わせ
る



よくあるご質問
Q 停電復帰後に勝手に点灯してしまいます。

A
正常動作です。（壁のスイッチは「入（ON）」状態で、リモコンで「切(OFF)」にしていた場合）通常の停電復帰時
は、スイッチやリモコンを探す必要がないよう、照明が点灯した状態で復帰する設定になっています。点灯中に停電
などで一定時間電源が切れた場合、直前の点灯状態で点灯します。

Q 停電復帰後、勝手に点灯しないようにできますか。
A 壁スイッチを「切(OFF)」にしてください。照明器具側では設定できません。
Q リモコンで電源を「切(OFF)」にしても、急に消灯しない。
A 正常動作です。本製品は急に消灯せずにゆるやかに消灯していきます
Q ＬＥＤ部またはファン部が故障しました
A どちらかが故障した場合は、ご使用を中止して販売店またはドウシシャお客様相談室にご相談ください。

長年ご使用の場合はよく点検を
このような症状はありませんか？
電源を入れても点灯しない。• 
チカチカしたり点滅する。• 
こげ臭い匂いがする。• 
その他の異常・故障がある。• 

このような症状のときは、事故防止のため、すぐに電源を切り、
使用を中止してください。
製品の故障または寿命と考えられるため、販売店またはドウシシャ
お客様相談室にご相談ください。

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について
( 本体への表示内容）
※ 経年劣化により発火 • けが等の事故の発生が高まるおそれがあることを注意喚起するために電気用品安全法で義務付
けられた以下の内容の表示を本体に行なっています。

[ 製造年 ]( 本体に西暦 4桁で表示してあります）
[ 設計上の標準使用期間 ]( 本体に表示してあります）

設計上の標準使用期間を超えて使用されますと経年劣化による発火 • けが等の事故に至るおそれがあります。

 ( 設計上の標準使用期間とは）
※ 下表の標準的な使用条件の下で使用した場合に、製造した年から安全上支障なく使用することができる標準的な期間です。
※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは異なります。また、偶発的な故障を保証するものでもありません。

電圧 AC 100V
周波数 50Hz/60Hz

湿度 65%
設置 標準設置 製品の取扱説明書による

）速風(荷負格定件条荷負
運転時間 8h/日
運転回数 5回/日

規定時間 など 運転日数 110日/年
スイッチ操作回数 550回/年
首振運転の割合 100％

●「経年劣化とは」
長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化をいいます。
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■標準使用条件〈JIS C9921-1による〉

修理・サービスを依頼する前に（つづき）
因原な主状症 処置

アプリをインスト
ールできない

スマホやタブレットはアプリ対応機種に
なっていない

お使いのスマホやタブレットが
Android6.0以上/iOSは13.0以上であること
を確認する



ご購入時のレシートまたは
保証書をお手元にご用意の
上お問い合わせください。 https://www.doshisha.co.jp/support/

商品についてのご不明な点や故障・修理に関するご相談は

※事前の連絡なしに商品を発送された場合には、修理を受け付ける
　ことができません。

〒915-0801
福井県越前市家久町４１-1

ドウシシャ
福井カスタマーセンター修理品

発送先

☎0120-104-481
【受付時間】9：00～17：00（祝日以外の月～金曜日）

お電話からの
お問い合わせ

WEB
からの

お問い合わせ
ドウシシャお客様サポート


